
業績ハイライト ～紀陽銀行単体～

経
営
概
況

紀
陽
銀
行

資
料
編

紀
陽
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

資
料
編

23 ディスクロージャー誌 2010

第
3
の
柱
に
基
づ
く
開
示
事
項

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ

～紀陽銀行単体～

　銀行の本来業務の収益を表すコア業務純益は、前期比３８億円減少し、１８６億円となりました。これは、営業人員の増強や営業体制の
強化により貸出金の残高は増加したものの、平成２０年秋の政策金利引き下げの影響を受け、貸出金利回りが前期比低下したことにより
資金利益が減少し、また預かり資産販売についても好調時の水準にまで回復しておらず、役務取引等利益が前期比減少したことにより
ます。経費につきましても、人員増による人件費の増加などにより前期比増加いたしました。
　このように本業部分においては厳しい状況にあったものの、国内外の金融市場の好転による債券関係損益の改善により、その他業務
利益については前期比大幅に増加した結果、経常利益は前期比１５５億円増加し８３億円、当期純利益は前期比４６億円増加の７５億円と
なりました。
　与信費用につきましては、景気低迷の状況下、事業再生への積極的な取り組みや与信ポートフォリオの改善等に努力し、資産健全化を
すすめた結果、前期比２１億円減少の７４億円となりました。

〈平成19年3月期の損益〉
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（注）1. 金額は単位未満を切り捨てて表示
2. （▲）は損失項目
3. １９年３月期は二行合算ベース

（単位：億円）
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　紀陽銀行と旧和歌山銀行は平成１８年１０月に合併したため、平成１９年３月期における紀
陽銀行の単体計数は、合併前の旧和歌山銀行の計数が反映されておりません。このため、
平成１９年３月期の損益については、二行合算による計数を用いております。
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預金等・預かり資産、貸出金、有価証券の状況

　お客さまの多様なニーズにお応えするため、新商品の販売や預かり資産の内容充実になどに積極的に取り組んだ結果、預金等残高は
前期末比２，００８億円増加し３兆４，１４８億円、預かり資産残高については前期末比６０６億円増加のの４，３５６億円となりました。
　また、お客さまとの接点を強化する方針のもと、積極的に地域金融の円滑化に取り組んだことにより、貸出金残高は前期末比６５９億
円増加の２兆４，５１５億円となりました。ローン残高についても、前期末比４２８億円増加の８，５４４億円となりました。
　保有している国内株式、外国証券、投資信託等においては、国内外の金融市場の好転により時価が上昇いたしました。
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個人年金保険等

※個人年金保険等は販売累計額
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